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緑地･環境　GreenArea, Environment

佐々木邦博　　　　　　Kunihiro SASAKI

信州大学　農学部森林科学科

1.はじめに

緑地やその環境は,都市生活のアメニティを捉えていく上

で,検討を欠かすことができない重要な要素であるとともに,

生態系や生物の生息の面から見ても重要な要素である｡市

民が生活していく上で,リラックスできる場を構成していたり,

公園が災害時の避難場所になったり,街路樹が都市景観を
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整えていたり,またさまざまな動植物が見られる場所である

など,多様な機能をもっている｡

従来からこれらの点は重要視されており,都市の緑地の

整備が図られ,民有地の緑化も進められてきた｡最近の傾

向は都市の緑による都市部の生態系を重視すること,そし

て緑の維持への住民参加が進んでいることなどである｡街

路樹や庭木から森まで,市民が自ら緑の多様な役割を考え,

自らの事で保全していくことにつながっていくだろう｡

本稿では,過去3年内に,都市計画学会,造園学会,環境

情報科学センターの会誌に掲載された審査付き研究論文を

中心に,レビューを行う｡

ただし,限られた枚数ゆえに,都市生活のアメニティを図

る研究を中心に取り上げていく｡

2.緑地に関する歴史研究

都市緑地に関する歴史的研究だが,明治時代以後に焦

点を当てたものが多い｡井原は江戸時代に形成された大名

庭園が公園化されていくプロセスを追っている1)2)｡明治以

降における社寺境内地の緑の変容も,清水らにより大阪を

事例として研究が進められている3)0

近代に成立した公園などの緑地だが,杉田により計画標

準と実際の計画図面との比較が研究されている4)｡また,真

田により戦前の東京保健道路計画の計画思想が考察され5),

東京緑地計画の計画作成が研究対象とされている6'7)8)｡風

致地区に関してだが,戦前期の風致地区制度が東京緑地

計画への布石と原らにより考察されている9)0

海外を事例地とした研究では,特にグリーンベルトが取り

上げられている｡韓国のグリーンベルト制度については周藤

らによりその歴史と評価が考察され10',中国の北京に関して

は劉らにより考察されている11)｡ロンドンのグリーンベルト計

画を対象として,アマテイマルコらにより計画の策定,実施

時の関係するグループの動向が既存研究よりも細かく研究

され12)13),スクエア一に関しては坂井により歴史から再生ま

で取り上げられている14)15)16)0

史跡名勝天然記念物に関しては,名勝と公園事業をめぐ

る論議が赤坂により考察され17),また｢社叢｣の意味と位置

づけの変遷が藤田らにより考察されている18)0

最後に,現代史といえるが,楊らにより公園政策の展開に

関する日台比較が研究されている19)0

3.公園

公園の利用を対象とした研究では,調査方法としてハン

デイGPSを用いる方法が篠崎らにより検討され20),山本らに

より利用者の行動パターンが調査研究されている21)｡また,

車いす使用者の公園利用実態とGISを利用した園路勾配な

どの評価は愛甲らにより調査研究され22),大規模丘陵地型

公園の利便性についてもGISを利用した地形解析により調

査研究されている23)｡前橋市の総合公園を対象として,塚田

らは利用者の満足度における評価構造や利用の課題を考

察している24)25)｡プレーパークに関しては,その活動と都市

公園の活性化に及ぼす影響を宮崎らが調査し,考察してい

る26)｡防災面に関しては,樋口らが中越大震災時の住民の

避難状況と公園利用を明らかにしている27)｡海外を事例とし

た研究は,戴らにより中国の公園における太極拳とその空

間特性が研究されている28)0

公園の運営に関しては,藤本らにより住民参加型の公園

運営について考察が進められている29)｡また,広場のケース

だが,佐藤らにより検討されている30)0

さて,公園内にある植物などの要素だが,内田らにより植

栽樹木の推移が調査され31),花修景と利用促進に関して平

松らが調査している32)｡野外彫刻は,阪神淡路大震災後の

変容に関して,石崎らが調査を行っている33)0

公園の環境管理に関しては, GISを利用した生態系の環

境評価が小栗らにより進められ34),また有機廃棄物に対す

る還元可能性について堀江らにより調査されている35)0

公園内の景観に関しては,伊藤により好まれる景観と印

象に残るものの関係が調査研究されている36)oまた,また,

サウンドスケープだが,葛らにより調査されている37)0

公園周辺の住民に対してだが,公園緑地の傭轍景の評価

については五十嵐らにより調査がなされ38),藤居により長野

市の街区公園を対象に住民意識が分析されている39)0

一方で,不安感に関する研究も行われている｡雨宮らに

より小公園での犯罪リスクの認知について研究が行われ40),

街区公園の不安感発生要因が中西らにより41),緑道空間の

不安感が木村らにより研究されている42)0

4.道路や住宅地の緑とまちづくり

街路の縁だが,樹木保全を考慮した道路事業計画につい

て河名らが43',樹木の管理責任について細野らが44),市民

による街路樹の植え桝利用について松井らが45),街路樹と

まちづくりについて高尾らが46),狭隆な街路の緑化の実態に

ついては大輝が47),研究を進めている｡

街路空間における植物栽培の実態については大薮らが48),

月島の路地の植物については高橋らが49),宅地内の庭木や
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生け垣による緑の景観については林らが50),調査研究を進

めている｡

まちづくりに関してだが,自然環境評価とまちづくりへの

参加の相互関係について北中らが51),地域らしさと緑に関し

て石田らが52),緑豊かなまちづくりへのワークショップに関し

て林らが研究を進め53),好感される｢自然らしさ｣と手入れに

ついて水上らが54',小学校でのまちづくり学習について篠部

らが55),研究を進めている｡

団地の建背と既存樹木の利用について小木曽56)57)と加我

らが58),戸建住宅地の緑被の変化については山田らが59)研

究を進展させている｡

まちの緑化活動の指導者養成であるアメリカのマスターガ

-デナ-およびコミュニティガーデンの実態について平田ら

が60)61),日本のオープンガーデンについて野中62)63)が,その

行政支援については平田64)が研究を深めている｡

植物に関してだが,風土になじんだ植物の利用調査は林

により65),単独にある樹木への認識については田原らが66)調

査している｡

5.学校の緑と子どものあそび

学校の敷地の対象とした研究が増えている｡幼稚園の園

庭の実態を張らが67)68),小学校と隣接した公園の利用実態

を安藤らが69)研究している｡校庭の巨樹を用いた環境学習

について長友らが70),校庭の芝生化について田逸ら71)と藤

崎が72)調査を進めている｡

子どもの遊びと遊び場だが,昭和30年代における環境条

件について寺内らが73),水辺遊びの変容について佐竹らが74),

冬季の戸外遊びについて骨らが75),遊びからみた校庭改善

を仙田が76)研究しているo

6.さまざまな緑地と環境

緑地分布に関する広域的な分析手法について熊谷らが77),

緑地分布の長期の変化については桑原が78)79),小流域を単

位とした緑地環境について山下らが80)81),ランドスケープの

変化と樹林地の偏在性について藤田らが82)研究を進めている｡

都市域スケールでのビオトープ地図作成に関して大輝が83),

ミチゲ-ションを導入した緑被保全について宍倉らが84)85),

その道路整備事業への適用に関して伊東らが86)調査研究し

ている｡

河川緑地のネットワークインフラとしての機能は栗原らが8

7),河口部のクロマツの景観特性について菊田らが88),緩衝

緑地整備の事業効果については鈴木らが89)90),神社と自然

環境との関わりについて是樺らが91)調査している｡

また,屋上緑化の推進策の研究が平山ら92)と小木曽ら93)

により,住宅の立面緑化について岡田ら94)により,病院の緑

化の実態について木本らに95)より進められている｡

市民による緑地保全活動について,中島らによる参加意

欲の研究があり96)97),田中らによる保全活動のプロセスにつ

いての事例研究がある98)｡

最後に水の環境に関した研究をまとめると,親水公園整

備の実態が蓑田らにより99),城下町の水路網について佐々

木らにより100),水辺環境の評価について和田らにより101),ま

た地域住民の親水行動について金らにより102),住民による

水辺の管理運営活動について駒田により103)研究が進められ

ている｡

の対象になっている｡

これらの調査研究活動は,現在まで行われてきた緑地政jA

策を再度吟味し,緑地の保全整備を推進するための基盤を･実
.i

再構成していくだろうし,市民が主体になる緑地の保全活
∃

動や運営に向けて,後押ししていくだろう｡それが都市の一
1

部で始まり,部分的に進んでいくとしても,都市全体を包含

する大きな動きに成長することを期待している｡
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ら捉えた都市公園の活性化に関する研究,ラン研69(5), 665-

670

27)樋口秀･滞田雅浩･申出文平･小野木祐二:新潟県中越大震災

の初動期におけるライフラインの復旧と住民の避難及び公園

利用に関する研究,都論, 40(3), 709-714

28)戴罪･章俊肇･田代順孝:中国武漢の公園広場における太極拳

の活動場所の空間特性に関する研究,ラン研69(5), 605-608
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住宅･土地　Housing,Land

角鳥　心治　　　　　　　shinji IKARUGA

山口大学

1.はじめに

住宅･土地問題に関しては毎年レビューされている｡中で

も土地分野の研究が少ないことは,過去のレビューで指摘さ

れている1)oまた,近年のレビューを見る限りこの分野のテー

マに大きな変化は見られない2'3)4'5)6)｡街なか居住と郊外住

宅団地,高齢者居住･住まい方,住替え･居住履歴,住環境･

管理等が主流となっている｡

以下に, 2005年から現在まで日本都市計画学会,日本

建築学会の論文集に掲載された都市計画的なアプローチを

行っている論文についてレビューを行った｡

2.街なか居住と郊外住宅団地

中心市街地問題の抜本的な解決策が進まない中で, 2006

年に都市計画法,中心市街地活性化法の改正が行われ,い

わゆるまちづくり三法の見直しが進められている｡大都市の

都心部では都心回帰が進んでいるものの地方都市では,依

然として街なか居住を推進させる決定打が出せていない｡

その中で,中園ら7'8)は,地方都市中心市街地の空き家活用

について,改修を前提とした長期借家契約方式を提案する

と共に,島根県で行われている空き家活用助成制度に言及し,

その有効性を検証している｡土岐ら9'は,中心市街地の性格

を規定している特徴と住宅需要の関係を考察している｡また,

孫ら州は,金沢市近郊の住宅団地居住者のうち,将来都心

居住を指向する居住者が望む住宅類型と周辺環境を検討

している｡地方都市中心市街地の人口回復に向けた実践的

な論文,報告が少ないのが気になるところである｡

一方,大都市の都心部においては,水島ら11)は,東京都

心部の既成市街地における居住回復について新規集合住

宅の建設実態と居住者特性を分析し,都心居住の進展を明

らかにしている｡魚谷ら12)は,京都都心部において急速に町

屋が壊され大規模集合住宅が建設されている実態を分析,

考察している｡川崎13)は,用途別容積型地区計画と街なみ

誘導型地区計画の併用による住宅供給の誘導効果につい

て考察し,都心居住施策の諸効果を検証している｡鶏内ら14)

は,都心回帰の動きに合わせて既成市街地で敷地細分化

が進んでいる状況を取り上げ,敷地規模規制からみた狭小

敷地に対する建替え誘導手法を検討している｡東村ら15'は,

福岡市都心部の歴史的地域である旧博多部において増加

傾向にある共同住宅の建築実態を調査し,誘導方策を検討

している｡いずれも大都市都心部での居住回帰に対する課

題や誘導方策について論じている｡

郊外住宅地に関する研究については, 1960年代前後に

開発された大都市近郊のニュータウンに関するものが多い｡

これらは人口減少,高齢化に伴う空き屋化,住宅の更新等

の問題を抱えた住宅団地としての問題意識が共通している｡

山本ら16'は,千里ニュータウンの戸建住宅地の居住者の今

後の定住意向を考察し,高齢化や住宅の維持に関する課題

について考察している｡石橋ら17'は,多摩田園都市開発の

計画プロセスと実現された住環境の実態を調べ,現在も高

い評価を得ている既成計画住宅地の計画条件の抽出を行っ

ている｡三好ら1H)は,三田市の郊外ニュータウン居住者の地

域活動への関心度や参加状況を明らかにし,コミュニティ形

成過程を考察している｡高見揮ら19'は,町田市の建設後40

年前後を経た公共集合住宅団地を経年化団地として対象と

し,居住者の現状と変化から建替え,改善･補修等の将来的
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